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　福崎町を活性化させるために、 
子どもたちの未来のために、私 
たちができることは何か、とも 
に考えましょう。 
 
日時　8月24日（土）13：30～ 
場所　エルデホール　メインホール 
講師　元警視庁警察官 
　　　子育てアドバイザー　幸島美智子さん 
演題　子どもたちの未来　共に考えてみませんか 
　　　～親と子どもたちの絆をよりいっそう深めるために～ 
※詳しくは、総務課（内線２２１）・社会教育課（内
　線２５７）へ。 

ふくさき町づくり・ 
青少年健全育成講演会開催 
ふくさき町づくり・ 

青少年健全育成講演会開催 

　今年も七種の滝、辻川山、日光寺山、春日山周
辺のごみ一掃をめざして、クリーン作戦を実施し
ます。みなさんのご協力をお願いします。 
実施日　９月７日（土）小雨決行 
時　間　午前６：５０集合　午前７：００開始 
集合場所　○福崎地区の方 
　　　　　　　青少年野外活動センター（田口） 
　　　　　○田原・八千種地区の方 
　　　　　　　柳田國男生家・記念館（辻川） 
携行品　手袋・タオル・帽子・鎌・火ばしなど 
　　　　（ごみ袋は当協会で用意します。） 

（福崎町観光協会） 

クリーン作戦のお知らせ クリーン作戦のお知らせ 

日時　９月９日（月）～１５日（日） 
　　　月～金　８：３０～１９：００ 
　　　土・日　１０：００～１７：００ 
電話番号 
　　０５７０－００３－１１０（全国共通・ナビダイヤル） 
相談内容　電話による人権相談 
相談担当者　人権擁護委員・法務局職員 
問い合わせ先 
　神戸地方法務局　人権擁護課　企画係 
　　０７８－３９２－１８２１（内線３４５） 
◎相談は無料で、秘密は厳守します。 

全国一斉「高齢者・障害者 
の人権あんしん相談」　　 

　気象庁はこれまで、大雨、津波、高潮などによ
り重大な災害の起こるおそれがある時に、警報を
発表して警戒を呼びかけていました。これに加え、
今後は、これらの警報の発表基準をはるかにこえ
る豪雨や大きな津波等が予想される時に、重大な
災害の危険性が高まっていることをお知らせし、
特別な警戒を呼びかけるために、新たに『特別警報』
を発表します。 
　『特別警報』が発表された場合、その地域は、数
十年に一度しかないような非常に危険な状況にな
ります。屋外の状況や、避難指示・勧告等に留意し、
ただちに命を守るための行動をとってください。 
 
『特別警報』の対象とする現象 
・「東日本大震災」の大津波 
・「伊勢湾台風」の高潮 
・「平成２３年台風第１２号」の豪雨　など 
 
詳細は、気象庁ホームページでご確認ください。 
http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/tokubetsu-keiho/index.html 
問い合わせ先　気象庁　神戸海洋気象台　業務課 
　　　　　　　　０７８－２２２－８９０７ 

『特別警報』 
8月から発表を開始 
『特別警報』 

8月から発表を開始 
『特別警報』 

8月から発表を開始 

気象庁からのお知らせ 

●文化センター行事予定（8／20～9／19） 

神崎学園 
日時：８月２２日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 
　　　９月１２日（木）　１３：２０～１５：２０　専門講座  
福寿学園 
日時：９月１２日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 
　　　９月１９日（木）　１０：００～１２：００　専門講座  
老人大学一般教養講座（公開講座） 
　日時：８月２２日（木）　１３：２０～１５：００ 
　場所：文化センター 
　演題：「わたしの、あなたの人権」 
　講師：社会教育指導員　出口雅信  
サルビアセミナー（公開講座） 
　日時：９月６日（金）　１３：３０～１５：００ 
　場所：エルデホール 
　演題：「難病をのりこえて　～光のステージへ～」 
　講師：フルート＆ベース　エスぺランサ  
＊上記公開講座は、一般の方も参加できます。
どうぞ、お越しください。 



地域に学ぶ地域に学ぶ

　今１６年目の「トライやる･ウィーク」を、町内１９４名の２年
生が、７０の事業所にお世話になりました。 
　生徒たちが体験学習ができたのは、現在の厳しい社会情勢の
中で、事業所の方々の受け入れていただいた熱い「思い」や推
進委員の方々の活動等に対してのご支援やご理解があったから
こそです。学校は「敬意」と「感謝」の思いで一杯です。その
ことは、生徒たちが一番感じ取ってくれていると思います。 
　阪神・淡路大震災及び神戸市須磨区の事件以来、体験を通し
て、心の教育に努め、自分の生き方を見つけるよう支援する目
的で始まりましたが、当時の不安をよそに、当然のように実施
されています。しかし、生徒にとって一生に一度のこの体験を
毎年、危機感を持って、熱い思いに立ち返り、永遠に未完成の
「トライやる」に取り組まなければならないと認識していま
す。 
　生徒は、将来に対する不安や、否応なく迫られる進路決定へ
の複雑な思いの中で、目的や目標を見いだせずにいる生徒も少
なくありません。そのような中、この活動は、結論を教え込む
のでなく、活動を通して、人間関係を築き、自分なりの生き方
を見つける「心」を支援するためには大変有意義であります。 
　この体験で、あいさつや礼儀の大切さだけでなく、将来の自
分の職業を決めた生徒もいます。すべての生徒が、その後の生
活に活かしたり、影響を受けています。 
　期間中、１９４名に１９４のドラマがあったと思います。今後の
自分の宝物にしてください。 

　生徒にとっては、分からないことばかりだったでしょう。で
も、「分からない中で、何とかする。」それが「生きる」とい
うことだと思うのです。社会に出ると、大きな壁にぶつかりま
す。乗り越えられない壁の方が多いと思います。乗り越えられ
なくてもいいんです。大事なことは、あきらめず、ウロウロ
と、活動し続けることだと思います。今度、誰かが壁の周りで
ぶつかっていたら、応援してあげてください。 
　家庭では、保護者と生徒が共有できる話題になり、将来の職
業などについて会話が発展したことと思います。多くの人たち
によって支えられた活動であるからこそ意義があると実感して
います。 
　大人にとって５日間というのは、ほんの短い期間に思えます
が、生徒にとっては十分に学ぶことのできた期間といえます。
年齢を重ねるほど月日はあっという間に過ぎゆく感があるよう
に、月日の長さはその人の生きてきた長さに反比例して感じる
ものだといわれています。大人の３分の１か、４分の１ほどの
年齢の生徒にとっては、５日間は大人の３倍にも４倍にも長く
感じたはずです。それだけに大人が思う以上に、多くのことに
感動し、考え、発見することができた中身の濃い日々であった
ことでしょう。 
　最後になりましたが、本年度は希望のなかった受け入れ事業
所の方々には、大変申し訳ありませんでした。心よりお詫びい
たしますとともに、来年度以降も受け入れていただきますよう
切にお願いいたします。 

感謝・感謝・感謝 福崎西中学校長　　橋　渉 
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■今回のトライやる・ウィークで仕事をすることは
大変なんだなということを改めて学びました。こ
れからもこの１週間で経験したことを生かしてい
きたいです。（福崎西中） 
 
■同じことを毎日して、しんどいことを何度も繰り
返してやるのは大変だったけど、それを我慢して
やりぬくことこそ本当の社会人であり、大人なん
だなと思いました。（福崎西中） 

■仕事の厳しさや商品の１つ１つの大切さを学び
ました。部品の組み立てが多く、自分たちが組
み立てた商品を不良品にすると迷惑をかけてし
まうので、慎重にしました。（福崎西中） 

 
■トライやるをやってみて、仕事って大変だなと
思ったけど、同時に、完了した時の達成感が味
わえました。仲間と協力することの大切さと
か、何をするにしても「やるぞ！」という気持
ちがいるということが学べてよかったです。 
　（福崎西中） 

■このトライやる・ウィークで学んだことは、子
どもとの接し方や、保育士という仕事の大変さ
と楽しさです。それぞれの組によって年齢が違
うので、話し方や遊び方も違ってきます。そう
やって子ども一人ひとりに合った接し方を学び
ました。本当にトライやるで体験することがで
きて良かったです。将来、仕事についた時に役
立てたいと思います。（福崎西中） 
 
■指導ボランティアの方はとてもおもしろくて、
でも何事にも真剣で、そんな姿を見て私たちは
とても勉強になりました。本当に感謝の気持ち
でいっぱいです。自分が仕事についた時、トラ
イやる・ウィークの体験を生かせるようにがん
ばります。（福崎東中） 

■もう二度とできないかもしれない貴重な体験で
した。なにより、父母の仕事のある喜び、つら
さを知ることができてよかったです。ほんの１
週間だけでしたが、本当に楽しかったです。 
　（福崎西中） 
 
■はじめはあまりしゃべってくれなかった園児た
ちが、日を重ねるごとに会話が増え、今ではす
ごく仲良くなることができました。普段、普通
に過ごしているだけでは全然わからない大切な
ものをたくさん学びました。（福崎西中） 
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■トライやるは自分の思っていた以上に疲れまし
た。幼稚園では遊ぶことぐらいしかなくてびっ
くりしたけど、すごく楽しかったです。草抜き
など、しんどいこともしたけど、これが仕事な
んだなぁと、お父さん、お母さんの苦労がすご
く分かりました。将来の夢についてすごく参考
になり、よかったです。（福崎西中） 



■私は、このトライやる・ウィークを経て、変わ
ったように思います。特にあいさつや返事をは
きはきとできるようになったと思います。どれ
だけ自分が貴重な体験をしたのかよくわかりま
した。（福崎東中） 
 
■１日目は何をしたらいいのかわからず、一日中
ずっと緊張し、終わった頃にはへとへとになっ
ていました。しかし５日目にはテキパキと自分
で今できること見つけて、そのことをこなせる
ことができたので、成長したなと思うことがで
きました。働くことの大変さを知ることがで
き、お父さんやお母さんへの感謝の心が強くな
りました。（福崎東中） 

■わからないことがたくさんあって大変でした
が、感謝することの大切さや、笑顔の大切さを
知ることができました。また、自分で考えて行
動しなければならない時は、何をするか迷いな
がらも仕事を見つけて取り組めました。大きな
声であいさつをしたり、しっかり返事をした
り、この１週間でたくさんのことを得ました。 
　（福崎東中） 
 
■「働く」ということはとても大切だと思いまし
た。誰かのために、何かのために働くというこ
とは辛く、しんどいこともあります。けど、楽
しかったり、達成感を感じたりできます。そし
てそれは誰かや何かのためじゃなく、すべて自
分のためにもなると思いました。（福崎東中） 

■トライやる・ウィークが終わっていろんなこと
がわかりました。実際体験した中で学んだ「働
く」ということはどういうことなのかや、お金
をかせいで生活するということは大変だなと思
いました。事業所のみなさん、本当にありがと
うございました。（福崎東中） 
 
■仕事をすることはすごく大変なことで、しか
し、そのがんばった後は、ちゃんと結果がつい
てくるということがわかりました。普段では絶
対に体験できないことをたくさん学ぶことがで
きてすごくよかったです。（福崎東中） 
 
■５日間のトライやるを通じて、仕事の厳しさ、
大変さなどを学びました。ほかに、あいさつと
笑顔は大切だなと思いました。この体験をもと
にして、毎日の生活、学校などで生かしていき
たいと思います。（福崎東中） 

■学校では学べないようなことが学べました。事
業所にはたくさんの人が大変な作業をしている
んだなと思いました。働くということは楽しい
けど大変で、お金を使うことは簡単だけど、お
金をかせぐのは大変なんだということがわかり
ました。私はまたこのような機会があったらい
いなと思いました。本当にいい経験になりまし
た。（福崎東中） 
 
■トライやるをする前までは、仕事は大変で、楽
しいとは思いませんでした。でも仕事をしてい
くと、すごく疲れるけど、それと同時に楽しく
感じて１週間では足りないくらいでした。 
　（福崎東中） 
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【事業所の感想】 
■よく動いてくれてとても助かりました。仕事の良いと

ころも悪いところも感じ取ってもらえたのではないか

と思います。仕事を中学生にわかりやすく説明するこ

とは難しいことだと思いました。 

■初めての日は緊張したようすでしたが、５日目にはと

てもいい表情が出てきた２人でした。人前では、立て

膝やあぐらをかかず、正座をするというようなことも

トライやる前に伝えていただいてもよいかと思いま

す。 

■初めのうちは、恥ずかしそうにしている姿も見られま

したが、日を重ねていくにつれて、自分から積極的に

関わる姿が見られ始め、子どもたちと遊びを楽しめて

いたように思いました。日誌も子どもたちとの関わり

の中で学んだことや気づいたことなど･･･毎日ていね

いに書けていたように思いました。 

■もう少し積極的に行動してほしかったです。活動日誌

の書き込み、提出、保護者の感想なし、あいさつな

し、少し怠慢かと思いました。 

■今回来てくださっているみなさんはとても生き生きと

した笑顔で子どもと関わっておられるのが印象的でし

た。言われたことだけでなく、自分からいろいろなこ

とに気づいて取り組んでおられるのでとても助かりま

した。普段の授業ではなかなかできない経験をするこ

とができた１週間だったのではないかなと思います。

今回の経験をこれからに活かしていってくださいね。 

■初めての環境の中で、一生懸命取り組んでくださいま

した。自己を見つめて書いた自己紹介カード、事前の

打ち合わせ、目標を持っての１週間。生徒さんは素直

で意欲的でした。 

■朝早くから来てくれて、作業などよく手伝ってくれま

した。しんどかったと思いますが、嫌な顔せず、楽し

そうにやってくれました。仕事には楽しい（やりがい

のある）ことと嫌なこと両面あると思いますが、前向

きなとらえ方をしてくれているといいなと思います。 

■利用者の方がトライやる生をあたたかく見守ってくだ

さっているのを強く感じました。事業所、学校、家庭

がより連携を密にすることで、よい成果が得られると

思います。 

■トライやる・ウィークでの体験活動を通じて、働くこ

とへの喜びや苦労、そして社会のルールの厳しさに触

れて将来の自分の「生きる力」につながればと願いま

す。 

【保護者の感想】 
■「トライやる・ウィーク」を体験し、働くことの大変

さ、楽しさなどを少しは感じることができたのではな

いかと思います。また、受け入れをしてくださった事

業所の方には、通常の仕事をしながらということで、

お忙しいなか、いろいろな体験をさせていただいたり

指導していただいたりと大変お世話になりました。あ

りがとうございました。（福崎西中） 

■ちゃんと仕事がつとまるだろうか、不安でいっぱいで

したが、毎日、いきいきと仕事内容、お客様とのやり

取りを話すようすを見て、充実した楽しい体験をさせ

ていただいたと大変うれしく思います。また、仕事に

も意欲的な態度を見せるなど、日常では見ることので

きない子どもの一面を見られた有意義な５日間でし

た。（福崎西中） 

■５日間の活動で仕事の大切さやあいさつの大切さなど

を学び、普段の生活の中では体験できないことができ

てよかったと思います。初日から失敗もありました

が、最後までていねいに指導していただき、事業所の

方には大変お世話になり、ありがとうございました。 

　（福崎西中） 

■中学校から離れて５日間、楽しいこと、大変だったこ

と、いろいろありましたが「今日は○○やった。」と

か目を輝かせて子どもとたくさん話ができ、考えさせ

られるものがありました。いつまでも子どもと思って

いましたが、責任を持って１つのことをやりとげるこ

とを目標に、前向きに一生懸命がんばっている姿を見

て、とても嬉しく思いました。社会に出て貴重な経験

をさせていただいた事業所様に感謝しています。あり

がとうございました。（福崎西中） 

■親でも先生でもない大人といっしょに働き、注意され

る体験はそうそうできるものではなく、いい経験にな

りました。間近で働く人を見て、表だけでなく裏方で

働くことの大切さもわかったようです。トライやる・

ウィークは、中学生にとって大人の一歩を踏み出すよ

い勉強の場となったと思います。わが子もこれを機会

に成長してほしいと願います。（福崎東中） 

■このような機会を与えてくださり、大変ありがたく思

っています。接客業を担当させていただき、コミュニ

ケーションが少し苦手な子どもですが、仕事と思い意

識を持てば思っていたよりすんなりと対応ができたと

喜んで帰ってきました。何事も自分で経験し、気付

き、考え、少しずつ成長できればと思っています。 

　（福崎東中） 

■事業所の方に大変お世話になりました。事業所の担当

の方も中学生の時、トライやるを経験されたそうで

す。その時のお返しのつもりで、子どもたちに大変よ

くしていただいたようです。このような良い循環が継

続できていることは大変すばらしいことだと思いま

す。（福崎東中） 

■普通では体験できないことを、トライやる・ウィーク

のおかげで貴重な体験をさせていただき、本人もひと

まわり大きく成長したように思います。また、人様の

親切、思いやりを感じ、失敗を乗り越えることも学ん

だようです。すてきな学習をありがとうございまし

た。（福崎東中） 
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土
記
新
考
』の
著
述
と
、
播
磨
の
人
々 

　
今
年
も
、
山
桃
忌
の
季
節
が
や

っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は
「
地
域
に
根

ざ
し
た
播
磨
国
風
土
記
の
魅
力
」

で
す
。
こ
れ
に
ち
な
ん
で
、
今
回

は
、
井
上
通
泰
が
著
し
た
『
播
磨

国
風
土
記
新
考
』
と
そ
の
協
力
者

に
つ
い
て
、
お
話
し
た
い
と
思
い

ま
す
。 

　
井
上
通
泰
が
「
播
磨
国
風
土 

記
」
の
研
究
に
取
り
組
み
始
め
た

の
は
、
大
正
１４
年
の
こ
と
で
す
。

実
は
、
そ
の
き
っ
か
け
を
作
っ
た

の
は
、
弟
の
柳
田
國
男
で
し
た
。 

　
あ
る
日
の
こ
と
、
國
男
が
通
泰

の
も
と
を
訪
れ
て
、
「
風
土
記
の

研
究
は
文
学
・
歴
史
学
・
地
理
学

な
ど
の
知
識
が
必
要
だ
か
ら
と
て

も
難
し
い
け
れ
ど
、
あ
な
た
は
幸

い
に
文
学
と
歴
史
学
に
造
詣
が
深

い
し
、
播
磨
の
生
ま
れ
で
地
理
の

研
究
に
も
便
宜
が
あ
る
か
ら
、
是

非
や
っ
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。
」
と

風
土
記
の
研
究
を
勧
め
た
の
で
す
。 

　
通
泰
は
、
早
速
研
究
に
取
り
か

か
り
ま
す
。
し
か
し
、
当
時
は
風

土
記
の
研
究
が
そ
れ
ほ
ど
盛
ん
で

な
く
、
参
考
書
は
お
ろ
か
、
研
究

の
基
本
と
な
る
「
播
磨
国
風
土 

記
」
の
本
文
さ
え
、
な
か
な
か
手

に
入
ら
な
い
よ
う
な
有
様
で
し
た
。

ま
た
、
地
理
の
研
究
は
、
通
泰
が

そ
れ
ま
で
取
り
組
ん
だ
こ
と
の
な

い
分
野
で
し
た
。
し
か
も
、
播
磨

の
生
ま
れ
と
い
っ
て
も
、
通
泰
が

播
磨
に
住
ん
で
い
た
の
は
、
幼
少

の
頃
と
、
眼
科
医
と
な
っ
て
姫
路

の
病
院
に
赴
任
し
て
い
た
数
年
間

だ
け
で
、
決
し
て
播
磨
の
地
理
に

詳
し
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で

す
。 

　
こ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に
、
通
泰
は
そ
れ
ま
で
自
分
が

築
い
て
き
た
人
脈
を
頼
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
ま
ず
、
自
ら
が
主
催

し
て
い
た
「
南
天
荘
同
人
会
」
の

会
報
上
で
、
風
土
記
の
研
究
を
行

っ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
た
め
の
資

料
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
を
告
知

し
た
の
で
す
。
こ
れ
を
受
け
て
、

通
泰
を
慕
う
門
人
た
ち
は
、
こ
ぞ

っ
て
播
磨
関
係
の
書
籍
を
寄
贈
し

ま
し
た
。
ま
た
、
な
か
な
か
手
に

入
ら
な
か
っ
た
「
播
磨
国
風
土 

記
」
の
注
釈
書
や
現
存
最
古
の
写

本
（
三
条
西
家
本
）
の
写
真
版
も

門
人
た
ち
か
ら
寄
贈
を
受
け
て
い

ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
播
磨
の
地
理
を
研
究

す
る
た
め
に
、
播
磨
出
身
者
の
力

を
借
り
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
当

時
、
東
京
に
は
「
播
州
会
」
と
い

う
、
在
京
の
播
磨
出
身
者
の
連
絡

会
が
あ
り
ま
し
た
。
通
泰
は
こ
の

会
の
設
立
に
携
わ
っ
て
お
り
、
そ

の
後
も
評
議
員
を
務
め
て
い
ま
し

た
。
そ
の
人
脈
を
利
用
し
て
、
在

京
の
播
磨
出
身
者
を
自
邸
に
招
き
、

地
理
や
地
名
に
関
す
る
聞
き
取
り

調
査
を
行
っ
た
の
で
す
。
こ
の
取

り
組
み
の
結
果
は
上
々
で
、
大
い

に
参
考
に
な
っ
た
、
と
通
泰
は
書

き
残
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ

の
聞
き
取
り
調
査
が
き
っ
か
け
で
、

東
京
で
は
手
に
入
り
に
く
い
播
磨

の
地
誌
類
も
入
手
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

　
こ
う
し
て
地
理
の
知
識
を
得
た

通
泰
は
、
そ
の
後
も
地
道
に
研
究

を
重
ね
ま
し
た
。
そ
し
て
昭
和
５

年
。
実
に
６
年
の
歳
月
を
か
け
て
、

『
播
磨
国
風
土
記
新
考
』
が
完
成

し
た
の
で
す
。
同
書
に
示
さ
れ
た

見
解
の
中
に
は
、
現
在
の
研
究
で

も
参
考
に
さ
れ
る
部
分
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
成
果
の

陰
に
は
、
通
泰
自
身
の
努
力
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
播
磨
人
を
は
じ

め
と
す
る
多
く
の
人
々
の
協
力
が

あ
っ
た
の
で
す
。 

　
『
播
磨
国
風
土
記
新
考
』
を
書

き
あ
げ
た
通
泰
は
、
そ
の
後
も
他

の
風
土
記
や
上
代
の
地
理
に
関
す

る
著
作
を
次
々
と
発
表
し
て
い
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
１６
年
の

夏
、
腸
チ
フ
ス
に
か
か
り
、
半
月

ほ
ど
の
闘
病
の
後
、
８
月
１５
日
に

こ
の
世
を
去
り
ま
す
。
時
に
７６
歳
。

病
に
倒
れ
る
直
前
ま
で
、
学
問
に

邁
進
し
続
け
た
生
涯
で
し
た
。 

　
最
後
に
通
泰
の
歌
を
一
首
、
ご

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
暑
い
夏
。
来

客
が
な
い
こ
と
を
幸
い
に
、
学
問

に
没
頭
す
る
通
泰
の
姿
が
浮
か
ん

で
き
ま
せ
ん
か
？ 

 

　
暑
け
れ
ば 

　
　
　
人
は
と
ひ
こ
じ 

　
　
　
　
　
け
ふ
も
ま
た 

　
こ
こ
ろ
ゆ
く
ま
で 

　
　
　
　
　
書
を
か
き
て
む 

 

　紙芝居でわかりやすく柳田國男の
物語をご紹介します。 

日時　８月１７日（土）１３：３０～１４：３０ 
場所　柳田國男生家 
連絡先　柳田國男・松岡家記念館 

夏休み企画 

「柳田國男と鈴の森神社」 
紙芝居 

ぞ
う
け
い 

な
ん
て
ん
そ
う 

ば
ん
し
ゅ
う
か
い 

ま
い
し
ん 

『播磨国風土記新考』 
『播磨国風土記新考』の直筆原稿 


